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　丸森町民の皆様、会員の皆様におかれまして
は、お健やかに陽春をお迎えのこととお慶び申
し上げます。平素は、丸森町シルバー人材セン
ターの事業運営につきまして、格別のご理解と
ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、丸森町における高齢者人口が減少に転
じたことや企業における70歳までの就業機会
確保の努力義務化など、当センターを取り巻く
環境は非常に厳しい状況にあります。
　このようなことからか、令和７年度の事業実
績は、受注件数、就業延人員ともに前々年度を
下回る見通しとなりました。しかしながら、い
かような状況下にあっても、高齢者の福祉増進
や地域社会への貢献のためにも、シルバー人材
センターの経営基盤を確立していく必要があります。
　そこで、昨年度は、新たな加入促進と退会抑
制対策を講じました。前者については、10月

と11月の２か月間を新規会員加入促進強化月
間と定め、加入促進を図ったところ、前年度よ
り会員数が増え、今年度の国及び町の補助金も
増える見込みとなりました。後者については、
１年間仕事がなかった会員への翌年度年会費の
免除や年度途中入会者への年会費の月割制度の
創設を、前年度の理事会で決議を得ており、今
年度の定時総会へ会費規程の改正を提案できる
運びとなりました。
　今年度は、新規事業への参入対策を役職員、
会員が一丸となり、知恵を出し合いながら進め
るとともに、昨年度実施した会員の加入促進及
び退会抑制については、効果を見極めながら、
第２弾の対策を考えていく所存です。
　結びとして、今後ともなお一層のご協力をお
願い申し上げますとともに、皆様のご多幸とご
健勝を祈念申し上げ、挨拶といたします。

ご　挨　拶　−１年を振り返って−
理事長　宍　戸　政　秀

　公益社団法人丸森町シルバー人材センターに
おかれましては、日頃より町政運営に対し格別
の御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げま
す。
　さて、令和元年東日本台風災害における町が
行う復旧工事については、お陰をもちまして、
昨年６月に完了することができました。現在は、
復興に向けて様々な事業を進めておりますが、
災害時の活動拠点、平常時の災害伝承・防災教
育・観光交流の拠点となる「ＭＩＺＢＥステー
ション」は、復興に向けた新しい町のシンボル
として、今後も着実に整備を進めてまいります。
　その一方で、本町の少子高齢化や人口減少な
どに対する取組は、年々重要度を増しており、
その解決に向けた対策を様々な場面において講
じることが急務となっています。引き続き町一
丸となって取り組んでまいりますが、その際に

は、長年にわたって培われた技術と豊富な経験
を有する会員の皆様のお力が、必要になると考
えております。
　貴センターは設立以来、就業機会の提供を通
して、高齢者の方々の「健康維持」や「生きが
いづくり」に多大なる貢献をいただいており、
改めて深く感謝申し上げます。皆様の活動は、
地域生活を支える大きな力として、無くてはな
らないものであり、大変心強く感じております。
　町といたしましても、今後とも貴センターの
円滑な運営に向けて支援を行う所存であります
ので、これからも町民の日常生活に密着し、町
民に愛される組織として、一層充実・発展され
ますことを御期待申し上げます。
　結びに、丸森町シルバー人材センターの益々
のご発展と、会員の皆様の御健勝と御活躍を御
祈念申し上げ、挨拶といたします。

ご　挨　拶
丸森町長　保　科　郷　雄
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― お客様の笑顔に―�  渡部　寿昭さん

　昨年、ハローワークで仕事を探してましたが見つからずに迷ってい
たところ、シルバーの募集が目に留まりお世話になることにしました。

暑い中での草刈りは腰に負担がかかり大変でしたが、知り合いもいて楽しく、
さらに剪定技能講習に参加したら、剪定班に誘いを受けました。教えていただ
くことも多いですが、お客様の笑顔に触れたとき、やって良かったと思います。

―笑顔と感謝がやりがいに―� 佐藤ふみ子さん

　入会して１年が経ちました。仕事は草むしり、梅、花、干し柿の
収穫作業などを経験しました。どの仕事も初めてだったので少し不

安でしたが、先輩の皆さんの優しい指導とパワーで、その不安もいつしか消え
てしまいました。何よりも、お客様の笑顔と感謝の言葉でやりがいを感じます。
これからも、体に気を付けて頑張って行きたいと思います。

シルバー人材の１日　剪定・草刈り作業編

①�　朝礼そして作業チームによ
る打合せが行われます。
②�　各作業チームごと、現場
にいざ出陣！
③�④　チームリーダーの指示に
より安全に配慮して作業開始
※�　作業終了後、事務所に戻り
反省会及び就業報告書を提出
して解散となります。

〜 お疲れ様でした！〜

１日の
　流れだよ
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４
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環境に優しい植物油インキを
使用しております。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

丸森病院

丸森町役場
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＜案内図＞公益社団法人 丸森町シルバー人材センター
〒981-2152  宮城県伊具郡丸森町字鳥屋79-1（丸森手しごと館内）
T E L	（0224）73−1015（月曜～金曜 8:30 ～ 17:15）
FAX	（0224）73−1061

ホームページ
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◇作業メニュー

植木剪定
障子・
襖張りなど

技　能技　能
農作業
除草作業
墓掃除など

作　業作　業

家事援助
屋内清掃など

サービスサービス 軽作業軽作業

工場内
清掃など
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※�　事業の目的にご賛同、ご協力をいただいている皆様で

す。新たにご賛同いただける方は、当シルバー人材センター
までご連絡願います。

◆講習の開催
　当シルバー人材センターでは、就業する仕事の
知識や技能を高めるために刈払機の安全な操作方
法や機器のメンテナンスに関する講習、剪定に関
する技能講習などを開催しています。
　また、これらの講習は会員のみならず一般の
方々の参加も可能です。

会員 です!!募 集 中
　シルバー人材センターは、
働く意欲のある60歳以上の
方を対象に、地域のさまざま
な仕事を提供する団体です。
高齢化が加速する日本において、「シルバー
人材センター」が注目されています。地域密
着型なので、地域にお住いの一般家庭をはじ
め、地元企業、公共団体からの依頼がほとん
どです。シルバーで働くことは地域社会に貢
献することにもつながります。健康を保ち、
そして生きがいを見つけるためにみんなで楽
しく仕事をしてみませんか？

60歳を過ぎたら．．．
シルバー人材センターへ！
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